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スマートエネルギーネットワークによる
グリーンイノベーションの深化

（１）天然ガスの高度利用の推進

• 低炭素エネルギーの選択

（天然ガスへの燃料転換）

• エネルギー高度利用、分散型エネル

ギーシステム利用推進

（２）再生可能エネルギー等の活用

再生可能エネルギー等の
安定的かつ効率的利用のための
システム化

（３）面・ネットワーク・コミュニティー

レベルの対策

熱・電気の面的利用よる低炭素化の
推進（建物間～地域レベル）

（地域・都市計画まで含めた計画）

（４）スマートエネルギー

ネットワーク化 （ＥＵ、豪州等）

電気・熱のネットワーク化による
全体最適化

最適エネルギーマネジメント

（IT活用によるスマート化）

化石燃料高度利用 再生可能エネルギー等利用
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Ｃ
一次エネルギー削減率：13%
ＣＯ２削減率：13%

高効率ガス給湯器の
デファクトスタンダード化

・2012年には出荷する給湯器は
全て高効率ガス給湯器へ

・2030年までに設置された全ての
給湯器を高効率化

燃料電池（ＰＥＦＣ*）
2009年度から本格導入

発電効率 ：40%
一次エネルギー削減率：35%
ＣＯ２削減率：48%

*固体高分子電解質型燃料電池

さらなる高効率化に向けた
ＳＯＦＣ*の開発

*固体酸化物型燃料電池

発電効率
家庭用45%（実績値）
工業用67%（目標値）

・都市ガス・ＬＰＧ・石油仕様の統
一名称「エネファーム」

・商品性向上による大幅な普及
促進

早期実用化に向け、PEFCに
続き実証研究開始
（SOFC実証研究事業）

革新的省エネルギー技術の開発
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コージェネレーションシステムの意義

家庭用燃料電池エネファームの例
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燃料電池自動車：水素ステーションにおける課題
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将来のスマートエネルギーネットワークのあり姿
スマートエネルギーネットワーク ＝ 地域内の需要と再生可能エネルギー、高効率分散型

コージェネレーションをネットワークでつなぎ、ＩＣＴで統合制御するエネルギーネットワーク

【ｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰﾈｯﾄﾜｰｸの実現する価値】
①エネルギー面的利用による省エネ・

省CO2の推進
②分散型電源の電力系統への貢献
③分散型電源自立運転による停電時

の電力確保
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グリーンイノベーションのための制度的支援

①技術開発に対する政策的補助
②機器導入に対する政策的補助
③規制・制度改革

1. 自家発補給契約

・コスト低減のため、電力市場で競争原理が

機能する仕組み・運用の実現

（ユーザーが取引市場から直接調達等）

2. 逆潮の容易化と取引市場の活性化

・省エネ性・環境性が最適な運転の実現

（少量・瞬間の逆潮に対する運用緩和）

・適正価格での買取実施のため、電力市場

での取引を可能とする仕組みの構築

・電力取引所における取引メニューの多様化

（アンシラリー・キャパシティ市場の創設等）

3. 近隣需要家同士の熱・電力融通の容易化

・第３者認証等の導入により、技術面で問題が

ない場合は、原則容認とする

・熱配管の道路占有の容易化

4. 設置スペースの確保

・容積率緩和（建築基準法）

・緑地面積への参入（工場立地法）

5. 運転要員に関する規制の緩和

・ボイラー技師有資格者の免除（労安法）

・小出力発電設備要件の引上げ

（太陽光と同様50kWまで緩和、電事法）

規制・制度改革の内容


